
琉球大学学術リポジトリ

［資料］琉球列島さび菌フロラに追加される種類と
宿主

言語: 

出版者: 沖縄農業研究会

公開日: 2009-01-29

キーワード (Ja): さび菌, 沖縄島, センダングサ, ブドウ,

ノブドウ

キーワード (En): 

作成者: 田盛, 正雄, 与那覇, 哲義, Tamori, Masao,

Yonaha, Tetsuyoshi

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/20.500.12000/0002015318URL



琉球列島さび菌フロラに追加される

種類と宿主（資料）

田盛正雄・与那覇哲義

（琉球大学農学部農学科）

MasaoTAMoRIandTetsuyoslliYoMHA：Additionalspeciesand

hostplantsofrustfungioftheRyukyulslands

琉球列島産さび菌類については，1900年に平塚直治に

よって最初に記録されて以来，多数の報告がある。こと

に，平塚直秀，島袋俊一と彼らの協力者らが，1953年か

ら1961年の間に行なった調査によって，同列島における

さび菌類の種類と分布の大要がわかるようになｂ，島袋

は，それらの資料を整理して，“F1oraofrustfungi

intheRyukyuArchipelago”の論文をまとめた。

著者らは，その後，機会あるたびに本菌類の採集や観察

を続けているが，今回は，沖縄島で採集された３種類に

ついて記録する。Ｕγo川Cesbjdc""CO/αは，台湾で発生

することが知られているが，沖縄においては今回新記録

の種類である。Ｐ"cc〃αＣＯγo"α/αの宿主として，Lo-

Jj"”沈況ﾉﾉﾉﾉﾉ0γ…（ネズミムギ）が以前に記録されて

いるが，マカラスムギ（エンパク）は今回新しく追加さ

れる宿主である。PhaAFopsoγαα岬e〃ｐｓｊｄｊｓの宿主

としては，Ａ柳PC肋Ｐｓｊｓ６γe2ﾉﾉPC〃"c"/αjaTrautv・

var・加axz碗ozujczjjRehd．（ノブドウ)，Ａ”PCルPsjs

bγＧ２ﾉﾉPC｡""c"/α'αTrautv、var・ノiα"cejRehd．（テリ

ハノプドウ)，Ｖﾉﾉｊｓｕ伽/eγαＬ・（ブドウ)の３種が記録

されているが，ブドウに関しては，奄美大島からの記録

だけで，沖縄島における採集は今回がはじめてである。

沖縄島ではノブドウに普通に発生する菌でああろが，

ブドウから採集されたのは今回がはじめてである。秋に

発生する。

２．Ｕγo”ｙｃｅｓａｊ比"tjcMzArthurinMyco１．Ｋ

Ｐ、71,1971．

菌の説明：精子器は葉の両面にあり，多数４群をな

し，はじめろう色，後暗色となる。球形で径100～14Ｍ

口縁糸は少数で長さ20～30α・

夏胞子堆は葉の両面，茎にあり，散在する。小円形，

径0.2～0.8ｍｍ，後裸出し，粉状で褐色あるいは栗褐色

を呈する。夏胞子は楕円形あるいは倒卵形，褐色，刺が

あり，２０～35×19～27仏膜の厚さ1.5～３‘，発芽孔２

個赤道部あるいはその附近にある。

冬胞子堆は葉の両面，ことに葉裏または茎にあり，密

集あるいは環状に配列し互に結合する。円形で径0.2～

１ｍｍ早く裸出し，隆起し淡栗褐色で発芽すると灰色と

なる。冬胞子は卵形あるいは長楕円状こん棒形，２９～４５

×16～26匹，先端円形，基部少し狭細，膜は黄褐色ある

いは黄色，甚だ簿くてＭ，先端に無色のふたがあり厚

さ５～10u，平滑，柄は無色で永存性，長さ胞子の２倍

におよぶ。

宿主と採集の記録：０，Ⅱ，Ⅲ，ＯｎＢｊｄｅｌＺｓＰｊ/ｏＳａ

Ｌ・var．”"oγ（Ｂ1.）Scherff．（シロパナセンダング

サ）ＯｋｉｎａｗａｌｓＬ：Ganeko,Ginowan-shi（Mar､25,

1973,Ｍ.Tamori）

過去の調査で本菌の発生を認めることが出来なかった

が，今回はじめてその発生を確認した。発生の時期は春

先である。採集した翌年は同場所を入念に調べたが発生

しなかった。また，この宿主Lは，琉球列島いたるところ

に生えているにもかかわらず，これまでその発生がみら

れなかったことから，本菌は，最近他から入ってきた菌

１，Ｐ〃α/bopsoγαα〃，cﾉｏｊＭａｊｓＤｉｅｔｅｌｅｔＰ・Syolow

apudDietelinHedwigiaXXＸＶＩＩ，Ｐ、２１２，１８９８．

菌の説明：夏胞子堆は葉裏に生じ，淡黄色で散生あ

るいは群生する。夏胞子は卵形または楕円形，燈黄色，

14～30×11～1Ｍ．表面に細いとげがある。

冬胞子堆は葉裏の表皮下に形成し，濃褐色。冬胞子は

褐色，長方形または卵形，１５～26×９～15"・

宿主と採集の記録：ＩＯｎＷﾉjsD伽/eγαＬ・（ブド

ウ）ＯｋｉｎａｗａｌｓＬ：Ishimine，Shuri，Naha-shi（ＮＯＭ

7,1973,Ｔ・Yonaha）
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ではないかと考えられろ。 この菌は，マカラスムギのほかに，Festzccczspp．（フ

ェクス類），HoJczcsspp．（ベルベットグラス類），

Lo胸加spp．（ライグラス類）など多くのイネ科牧草に

寄生し，大発生して牧草としての収量が皆無にいたるこ

とがよくある。

５．Ｐ"ccｊ"ｊａｃｏγo"α/αCorda，ICOn．Fung、１．

P､６，ｐＬＩｆｉｇ､96,1837．

菌の説明：夏胞子堆は葉表に生じ，小形で長楕円

形，散生あるいは列生し，ときに結合し，裸出し，外囲

に表皮の破片があり，粉状で檀黄色を呈す。夏胞子は球

形，亜球形あるいは楕円形，細刺を有し，淡黄褐色ある

いはほとんど無色，２０～２８×１６～24ハ発芽孔３～４

個，不明瞭である。堆中に少数の糸状体がある。糸状体

はこん棒形，無色あるいは淡黄色，先端やや厚く，長さ

50～7Ｍ幅16～2Ｍある。

冬胞子堆は葉裏に生じ，小さくて長楕円形，線状，た

まに円形。不規則に散在し，甚だまれに結合する。常に

表皮におおわれ，やや隆起し，不明瞭で黒色を呈する。

堆周に褐色の糸状体がある。冬胞子は長楕円状こん棒

形，円筒形あるいはこん棒形，先端にいくつかの角状突

起があり，脳亭する。基部は狭くなり，中隔部はくびれ

ないかややくびれろ。平滑，さび色，先端濃色で角状突

起の先端無色あるいは淡色,４０～65×14～17β・膜薄〈，

柄は甚だ短〈，やや脱落性，褐色である。

宿主と採集の記録：Ｉ，ｍＯｎＡＤｅ"ａｓα/伽Ｌ・

（マカラスムギ，エンパク）ＯｋｉｎａｗａｌｓＬ：Ishimine，

Shuri,Naha-shi（Ｍａｙ3,1973,Ｔ・Yonaha；Ｍａｙ10,

1974,Ｍ,Tamori），IshigakilsL：Okawa，

Ishigaki-shi（Ｍａｙ31,1974,Ｔ・Shimada）．
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写真説明

P"α々oPsoγαα'1Ｗ〃Ｐｓｊｄｊｓの夏胞子

U'0ｗｙｃｅｓＭ北"がCO/αの夏胞子

U，Ｄｍｙｃｅｓ６ｊ`c""ＣＯ/αの冬.胞子

P"cc伽ａｃＯｒ０"α/αの夏胞子

Pzにc伽ａｃｏｒｏ"α/αの冬胞子
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